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「鳥飼車両基地におけるイベント開催」に関する申し入れ

５月２５日、会社のホームページによると、鳥飼車両基地内でイベント（「東海道新

幹線のおしごとを学ぼう」第３弾in大阪」）を開催するとプレス発表した。

７月２９日（金）、３０日（土）の開催日程となっているが、現在も労働組合には何

ら説明はない。

昨年１０月、名古屋車両所において同種イベントが開催されたが、現場社員には開催当

日の朝まで説明もなく、障害事故が発生してもおかしくない状態であった。地本は会社

の危険極まる対応に対して厳重に抗議し、今後予定されるイベントがある場合、事前に

現場社員への説明をするように申し入れた。

しかし今回、同種イベントが開催されようとしているが、会社はその教訓を生かさず

「安全最優先」をないがしろにしている。

よって以下の通り申し入れるので、早急に労使協議の場を設定すること。

記

１．早急に現場社員に対してイベント開催の周知を行うこと。

２．イベント開催に対して、社員、一般見学者の安全確保を徹底すること。またその安

全確保の対応について労働組合へ説明すること。

３．イベント開催について、社員、労働組合を無視し協力を仰がない姿勢に対し、甚だ

疑問と怒りを感じる。会社の見解を明らかにすること。

４．昨年１０月の名古屋車両所での教訓を明らかにすること。

５．イベントの主催、責任者は誰か明らかにすること。

６．今回、周知が遅れた事実について、書面で全社員へ謝罪すること。

以上


